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「つかの間の幸せを捕える」ことができただろうか
Have I succeeded in ‘achieving fleeting happiness’ in life?

真壁利明

　米国に私の年齢と開催回数を同じくする学会がある。今年は
ニューヨーク州の田舎 Saratoga Springs で紅葉の時期に開催され
た。招待講演を終えホテルの部屋へ戻ったところに「論理と感性
の先端的教育研究」GCOE 拠点から原稿依頼のメールが届いた。
一研究者の心境を会場から綴らせて頂くことにする。
　私の所属する応用物理の一部門では、マイクロ波通信、気体レー
ザ、半導体微細加工、環境バイオと、およそ互いに関連の薄い
研究対象がほぼ 20 年間隔で出現している。これらの対象は「低
温プラズマ」が一つの鍵となる科学技術で、研究費の初期投資→ 
研究者の増加→ 競争的研究費の増加→ 若手研究者の育成へとつ

ながり、科学技術の爆発的な発展に結びついてきた。地味な基礎研究を続けてきた一握りの
研究者の下に、多様なスキルを持った研究者が集い、研究のバックボーンが描かれロードマッ
プが定まりブームが起こるのである。人種を超え、国境を超え、分野を超え、世代を超えて
集まった研究者は、自らが育った環境の影響を陰に陽に生かしながらスキルを磨き第一人者
へと成長してゆく。その研究対象は 20 年〜 30 年後に、一見すっかり掃除の行き届いた知識
状況をつくりだし、その科学技術が常識化され文化の発展に貢献してゆく。この一連のプロ
セスを、すでにルネッサンス期の巨匠ダンテは「考えているだけでは不十分だ。これを言葉で、
文章で、実験で実証して、初めて知識・学問（Science）となる」と表現している。
　研究は無味乾燥としたものと想像されがちだが、実際の研究者が生きるのはダイナミック
で人間くさい世界だ。プラズマによる物質の微細加工の研究グループが活動を始めたころ、
学術用語の定義とその意味の微妙な相違から生まれる誤解など、誕生まもない融合分野なら
ではの戸惑いや、その奥の深さを認識する喜びを日々味わっていた。互いに夢するところを
求め、プロジェクト研究に精を出し、いつまでもこの状況が続くものと考え、苦しくも充実
感のあったあのころを懐かしく、今この会場で思い出すのである。10 年、20 年と時はたち学
術融合が進み、新たな分野「プラズマエレクトロニクス」が確立した。ややもすると事実ば
かりが堆積し、そのバックボーンや理念が埋もれてゆき、情報の洪水に飲み込まれそうにな
るなか、いつの間にか多くの先輩諸氏が大学や研究所を去ってゆく時期となっていた。人生
における「つかの間の幸せを捕える」ことができただろうか。同年輩のシニアメンバーがめっ
きり減ってしまったこの学会で自問自答している自分に気づくのである。一時期、私のグルー
プに EU から参加していたポスドク（当時）に久しぶりに会場で出会った。短い会話を通し
て順調に研究者の道を歩み続け、新分野開拓の一翼を担っている様子を知り、教育者として
安堵し研究者として心の和む一時を過ごすことができた。
　さて、国境を意識しないグローバル化が進むなか e-Science 時代を迎え、大学における若
手研究者の育成と研究者のスキルがこれまで以上に重要となっている。残された科学の秘境
の一つ「論理と感性」に関する教育研究が、慶應義塾を中心に融合環境のもとで精力的に進み、
豊富な成果が生まれている。国際連携も充実し教育研究拠点としてのプラットフォームがそ
の求心力を増すなかで、今後の幅広い波及効果に期待してやまない。
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